
   ライブハウス南豆製氷プロジェクトでは広くマンスリー・ライ
ブの出演者を募集しています。音楽ジャンル、プロ、アマ、コピ
ー、オリジナル等問いません。また音楽以外も、映画、演劇、舞
踊、詩の朗読、マルチ・メディア・イベントなど、この場所にリ
スペクトを寄せる総ての表現者をサポートします。
　南豆製氷は設備のゆきとどいたコンサートホールではありませ
ん。イベントスペースとして風合いのある自然素材で構成され、
しかもステージと観客の一体感が保ちやすい空間はありそうでな
かなかありません。今後まず建てる事はできない伊豆石の壁に囲
まれた空間は、一般的なアミューズメント施設では不可能です。
　歴史が刻まれた『モノ』は人の時間感覚をひととき新たな視座
へ誘います。そこで催されるイベントには事物間に連なる新たな
回路にそった、未来の我々の共生感創出の可能性があります。あ
たかも脳の構造としてのホログラムモデルのように、場所と歴史
の情報のランダムアクセスが可能となる場がその空間にたち現れ
ます。そこには本質的な意味でのオーガニックな時空感覚を呼び
起こす『壊れやすい手がかり』が眠っています。
　またこのプロジェクトは、南豆製氷の現在の持ち主である下田
市商業協同組合様をはじめ、北側アーチ型開口部の新たな木製扉
や機械室の仮設ステージの設置、観客用の折りたたみ椅子の貸与
など、そして南豆製氷応援団の方々の粘り強い活動と、たくさん
の皆さんの好意と熱意が基盤となっています。しかし、現状では
まだ石に囲まれた古い作業所跡でしかありません。ですからその

ライブハウス南豆製氷プロジェクト
    企画コンセプトと出演者募集告知

連絡先         ライブハウス南豆製氷プロジェクト・オフィス
                   〒415-0151 静岡県賀茂郡南伊豆町青市1055 
                         phone　      090-3743-4731 (フジワラ) 
                         fax　                           0558-62-3675
                         E-mail　              nanz@interloid.net 
                         URL　 http://interloid.net/nanz.htm 
produce     ライブハウス南豆製氷プロジェクト・オフィス 
co-produce                                      下田市商業協同組合
co-operation          藤原シゲトシ・ギター・ワークショップ
            南豆製氷応援団有志、最後まで読んでくれたアナタ!

ような場所での定期イベントとなると、ブッキングの調整、ポス
ター、フライヤー、チケット、プレスリリースの制作と配布など
の通常のライブハウス業務に加え、当日ボランティアの手配、イ
ベントごとの関係諸団体との折衝など専任スタッフの日常的仕事
量は増えるばかりです。そこをご理解いただきこのマンスリー・
ライブでは、１回のイベントにかかる最低限の経費（電気代、灯
油代など会場環境整備費、音響照明機器費用、フライヤー、チケ
ットなどの印刷費、会場維持のための雑多な消耗品費など）だけ
はチケットノルマという一般のライブハウスと同じ方法でまかな
いたいと考えています。ノルマというだけで、知名度や集客力の
低い表現者に時間を買わせるシステムに抵抗感を感じ得ない方も
あるかと思われます。しかし、いろいろな表現のジャンルや手法
が交差する現代、玉石混合の中から次世代へ繋がる新たな表現出
現の可能性に門を閉ざず、表現の場所を維持するためには最前の
方法だと思わざるをえません。
　しかし空間を生かす音響設計がなされ、空調設備も完備しトレ
ンディなフードとドリンクメニューが並び、百戦錬磨のイベント
スタッフがサポートする「箱」と、まったく別の目的で建てられ
使われて老朽化し、駐車場用地のために買い上げられた土地に建
つ廃屋の空間を同列では考えられません。ですからチケットノル
マとは言っても、都会のライブハウスのそれとは意味合いも違い、
当然負担金額もずっと低いものを設定しています。しかし一日の
イベントに思いをかけるスタッフの意識はそのようなローカリテ
ィや経済状況を遥かに超えています。
　周知のようにイベントの質はアーティストの著名度やカリスマ
性、技術的習熟度、表現の発想の奇抜さなどで左右されるもので
はありません。アーティストがステージ上でパフォーマンスし現
れた「演じられたもの」。リラックスと同時に自分の総ての感覚
器官の最高感度でその場を感じ採ろうとしている観客の皆さん。
ただの変哲もない空間が一時途方もない広がり見せることを夢見、
同時に直感力と滅密な計算でそのイベントを企画運営するスタッ
フ。そして、太鼓持ちでも皮肉でも村八分の片棒を担ぐでも無く、
文化を育てようとする真摯な意識を持った率直なメディアの批評。
non-chemicalに脳の使われていなかった部分を励起させ、アル
タードステイツ（変成意識）に導く「場」はこれらの「思い」に
等価に支えられて成り立っています。
　今まで公演したアーティストが、こぞってこの空間の醸し出す
雰囲気を絶賛しています。歴史の港下田港のウォーターフロント、
下田の商店街の入り口にランドマークの様に建ち、伊豆急下田駅
から徒歩３分、下田の近代化の歴史とそれに関わった多くの人た
ちの思いが刻まれた、風格のある伊豆石の館でLIVEをしませんか
!!!!!!!!! 3月26日(日)、4月23日(日)、5月20日(日)、(2月16日現在、
6月以降も日にちを調整中）それぞれの出演希望者を募集してい
ます。ブッキング及び詳細等は下記までお気軽にお問い合わせく
ださい。              （2006年2月16日、文責:S.Phuzywara)photo by IN
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